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「国際フィールドワーク入門」の授業開発
本弓康之今野良祐力IJ藤敦子渋木場介
建元喜寿同盟美小林美智子
海外で、の活動や世界とのつながりを意識させるための宿泊を伴う実習を行った。この取り組みは、本校で行
うスーパーグローバルハイスクール (SGH) としての様々な活動を行うための入内的な実習として位置づけ、
総合学科である本校の特徴を生かした実習となった。また、この実習で開発した英語でのインタビューは、日
本国内で日本語を話すこともできる英語を母:国語とする方へ依頼したため、どの生徒も英語をできるだ、け使っ
てみようという意識や英語学習への学習意欲が高まるなどの効果があった。
キーワード 国際 フィールドワーク 教科間連携 ESD 異学年交流 協働学習
1.はじめに 実習を計画した。
平成 26年度に本校が文部科学省指定スーパーク、、口一
バルハイスクーノレ (SGH)に指定されたことを受け、
学校全体として海外で、の活動や世界とのつながり等を意
識した取り組みが求められている。(例えば、海外での校
外学習やインドネシアでの国際フィールドワーク、海外
で、の生徒の活動を促す本校独自の卒業研究支援フ。ログラ
ム、全生徒対象の課題研究等)
しかし、本校に在学する多くの生徒の意識として、海
外にある程度興味・関心を持っているが外国語(特に英
語)があまり得意ではない(勉強ができない・話せない
と考えている)という意識を強く持っているため、実際
に海外へ行ってみたい・自分で行動してみたいと考える
生徒はそれほど多くない。
そこで、日本居内で世界とのつながりや問題を考え、
コミュニケーションツールとしての英語の活用を強く意
識し、多くの生徒が告発的に本校で、行っている様々な海
外での活動に取り組みたいと考える姿勢や将来海外で活
動したいという生徒に支ずずるきっかけ作りとなることを
語的に、 3泊 413の宿泊体験型の実習フ。ログラムを開発
した。
2. 実習計聞
これまで本校が実施してきた宿泊を伴う野外実習「総
合地球科学入門Jの取り組みの成果として、異学年の生
徒が交流させながら学習させるように計画すると、生徒
が協力しお互いに主体的に学び合うなど、学習効果の高い
教育活動を実施で、きるとしづ本校の研究成果がある口そ
こで、この研究成果を参考に生徒が海外で、の活動や世界
とのつながりを司本国内で考えることのできるように本
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図1 生徒による話し合い
また、保々なことがつながっていることを生徒に意識
させるため、本実習ではESD (持続可能な開発のため
の教育)の視点を持って複数の教科(地歴公民科・国際
科・外国語科・農業科・理科等)が連携し、さらに、実
習地域へ連携(長野県信濃町、c.w.ニコルアファンの森
財団)を依頼し地域振興や環境など様々な視点で生徒が
実習に取り組めるように、以下のような内容のつながり
を強く意識して計画した。
様々な視点を持たせる活動
グ、ローパル人材についての講義・演習
(地歴公民科-本校教員)
世界を意識させる演習
(元青年海外協力隊員・本校卒業生)
地域(信濃町)の取り組みについての講義
(信濃町役場浅原武志氏)
アファンの森見学
(C. w.ニコルアファンの森財団)
英語を使う活動
英語によるインタビュー
(信濃町在住の英語を母:呂語とする方)
表1 主な内容
図2 グローバノレ人材についての講義
図3 世界を意識させる講義・演習
3. 英語によるインタピュー
英語圏での海外への短期留学やホームステイを行うこ
とは、滞在先で必ず英語を話さなければならないことや
生活環境が日本とは大きく異なるなど、英語を学習する
上で、さまざまな効果があると期待される。しかし、海外
に対する意識が低い生徒や英語が苦手だ、と思っている生
徒には、その活動に対する精神的な負担が重く、自分か
ら積極的にコミュニケーションをとることができない場
合もある。
そこで、日本国内で英語を母国語とする方に協力を依
頼し、日本国内や地域の話題などで生徒とのコミュニケ
ーションが取れるようにしながら英語でのインタビュー
を行うことで、生徒にとって精神的な負担を減らし自分
から積極的にコミュニケーションをとることができるよ
うな方法を考え、本実習で、行った。
インタビューの方法として
①生徒へインタビュー内容(日本語)の提示
②インタビュー内容の英訳
③英語でのインタビュー
④ レポートの作成(英語・日本語)
⑤プレゼ、ンテーション
の手順で行い、②④⑤は異学年の生徒が協問で行うグル
一フ。活言雷動手訪jで
英語でで、開いた内容を英語の文文-章にまとめる作業にもイン
タビューをお願いした方の助言を得ながら行うなど、話
を英語で聞くだけではないような活動とした。
図4 インタビューの様子
図5 インタビューのまとめ作業
この取り組みでは、生徒が積極的に英語を使おうとす
る態度が見られ、実習後にも英語が自分の思うように話
せなかった・もっと英語を勉強したいとしづ言葉が生徒
から聞こえるなど、この取り組みを通して英語学習に対
する学習意欲が高まったと考えられる。
4. まとめ
海外で、の活動や世界とのつながり等を'判:交内で、の活動
(授業・総合的な学習の時間など)だけで、海外にある
程度興味・関心を持っているが外国語(特に英語)があ
まり得意ではない(勉強ができない・話せないと考えて
いる)としづ意識を強く持っている生徒もいるため、す
べての生徒に意識させることは難しい
しかし、本実習で、行ったようにESD (f者売可能な開
発のための教育)の視点・異学年交流・協働学習などを
組み合わせることによって、生徒がお互いに学び合う実
習とすることで、英語学習にも効果の高い実習が行える
ことが分かった口
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